
BIMUTASII を使用した解析手順 

心電図・脈波や呼吸の解析 

3-5) 最高・最低・平均血圧を算出する 

脈波から、区間毎の最高・最低血圧を算出します。 

その後、表計算ソフト上で、平均血圧を算出します。 

 

＜操作の流れ＞ 

↓ ①脈波の生波形を表示する。 

↓ ②解析する区間を選択する。 

↓ ③最高・最低血圧を算出する。 

↓ ④タブ領域内を選択し、コピーする。 

 ⑤表計算ソフト上で、脈圧と平均血圧を算出する。 

 

①脈波の生波形を表示する。 

 

 

②解析する区間を選択する。 

ツールバーの選択範囲モードを選び、選択範囲を設定します。 

例：チャネル全体を選択範囲とする場合 

ツールバーで「チャネルの全範囲」ボタンを押します。 

 

 

波形上でクリックすると、そのチャネル全体が選択されます。 
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③最高・最低血圧を計測する。 

「解析」メニューの「区間解析」から最高血圧なら「最大値」、最低血圧なら「最小値」を選択します。 

 

 

 

「区間解析（最大値）」または「区間解析（最小値）」ダイアログ上で、以下の様に設定し「OK」ボタンを押します。 

 

例：選択区間を 30sec 毎に区切り、30sec 毎の最高血圧を計測する場合 

区間指定：横軸数値 

区間幅： 計測したい時間を入力します。 

解析する選択範囲を選び、 

「登録」ボタンを必ず押して下さい。 

 
 

新しいウィンドウに、最高血圧または最低血圧を時系列に並べた波形が表示されます。 

 

 

 

④タブ領域内を選択し、コピーする。 

新しいウィンドウ内の波形を全て選択するため、ツールバーで「全範囲を選択します。」ボタンを押します。 
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「コマンド」メニューの「数値リスト」から「選択区間」を選びます。 

 
 
タブ領域を拡大して、数値リストを表示させます。 

この位置にマウスをあわせると、カーソルが   に変化します。

そのまま左ボタンを押しながら、上に引き上げます。 

 

 

右端のスクロールを最上段まで押し上げます。 

スクロールバーにマウスを合わせ、 

左ボタンを押しながら 

最上段まで押し上げます。 

 
 
「編集」メニューの「タブ情報」から「全て選択」を選びます。 
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3-3-40  最高・最低・平均血圧を算出する 

続けて、「編集」メニューの「タブ情報」から「コピー」を選びます。 

 
 

⑥表計算ソフト上で貼り付ける。 

表計算ソフト（例：Excel）を起動します。 

 

 

表計算ソフト上で「貼り付け」を選びます。最高血圧が表計算ソフトに表示されます。 

 

 

同様に⑤⑥項を最低血圧についても行います。 

最高血圧と最低血圧を元に、脈圧と平均血圧を計算すると、以下の様になります。 
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